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●●●編集後記

▶暑い日が続きますが，皆様いかがお過ごしでしょうか。本号の特集は「内
用療法（核医学治療）」に関するものです。最近の腫瘍核医学は面白
い話題が満載で，今回特集されている核医学治療や theranostics が特
に注目されています。核医学治療は全身療法でありながら腫瘍特異的な
治療法です。分子標的薬の抗がん剤も含めて最近のがん治療はこの方
向を向いていますが，病変に特異的に集積する薬剤を投与し，そこから放
出される放射線で殺腫瘍効果を発揮し，画像を撮像することで診断と治
療の双方が可能であるというユニークさは核医学治療のみです。特集内
でも話題になっていますが，PSMA による前立腺癌の診断・治療，DOT-
ATOC/DOTATATEを用いた神経内分泌腫瘍の診断・治療が特に注目
され，Ga‒68 で標識した PET 核種で診断し，同じ化合物をβ線放出核種
であるLu‒177で標識した薬剤で治療を行います。Ga‒68はジェネレータ
から得られるため，薬剤のデリバリの観点からも有望です。
▶それでは腫瘍特異的に集積する薬剤がもっぱら注目されているかという
とそうでもありません。非特異的な腫瘍イメージング剤としては“20 世紀で
最高傑作のトレーサ”といわれるFDG が中心になりますが，ポストFDGと
される非特異的腫瘍イメージング剤もいくつか話題になっています。今回
の特集からは離れますが，なかでも注目されているのが Ga‒68‒FAPI です。
FAPI は fibroblast activation protein inhibitor の略で，がん関連線維
芽細胞で発現される線維芽細胞活性化蛋白質（FAP）をターゲットとする
イメージング剤です。FDGと同様に様々ながん腫の原発巣や転移病変に
集積し，FDGよりも明瞭な画像が得られるともいわれています。FAPIを
Lu‒177 で標識して治療に使用できるかは不明ですが，少なくとも診断の
面では大いに期待できます。
▶このように話題豊富な腫瘍核医学からのタイムリーな特集ですので，ぜ
ひご一読ください。すでに日本での治験が行われているものもあり，数年
後には日常臨床で使用できるようになるかもしれません。
 橋本　順
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